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mλ= a(sinα+sin β)cosε(2.1 ) 







[ cosα(dα/dε)+cosβ(dβ/rlε)] cosε= (sinα+sinβ)sin ε 
が得られる。




tan0cosβ= (sinα+sinβ)sin ε-cosαtanφ(2.3) 
( 入射角α及び出射角βが既知とすると、 (2.3)式は測定値より求めた
tan8cosβが (sinα+sinβ)と一次式の関係にあり、その勾配は
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Fig. 3. 1 2カeスの吸収スペクトル。ポート 6でとったもの
























































































900 では近似的に εがφだげ増したことになる。従って、 α=α。
におげるεの増分は
ムε~φ(l-cosα。〉
α。=70。とおげば、ム ε=0.66φ となる。一方、 Aε はスペクト
ルの上下移動から(分光器の焦点距灘=10m) 
ムε話 (1/104)/2= 5・10-5
である。従って、両者を結べば
φ孟 5.3・10-5-.. 0.003。
が得られ、 (4.1)の測定誤差の半分以下である。
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Fig.5.回折絡子の回転軸が、格子面の法線と刻線を含む面内に
傾いている場合を示す球座標。
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(4)φについて
スリットの倒れ角φは Fig.4の直線の切片から求められるが、最も
精度がわるい。すなわち、スペクトル線傾き角測定の精度がそのま
まφの不定性となっている。
5.結論
この仕事の発端は、 Fig.4で測定(1)が直線にのらないことからであ
った。 測定(2)によって、測定(1)の結果は、分光器構成素子の幾何
学的配置からは説明できないことが明らかになった。従って、測定
(1)の原因は次の二つに絞られる。
(1)フィルム資料が短かったため、測定方向が充分に波長分散方向 ( 
になっていなかった。
(2)測定したスペクトル線が測定(2)のような地上の吸収源でなく太
陽の吸収線であるため、実際にスリットに沿って系統的な視線速度
の差があった。
上記については測定(1)の再検討が解決を与えるであろうが、以下に
今後の視線速度測定についてまとめをしておく。
(1)視線速度測定はスペクトル線の位置をよむことであるから、
1 2のような実験室の吸収源、或は、地球大気の吸収線のような標準
のスペクトル線にたいして相対的な測定をすれば、当然、分光器の
構成によらず、即ち、スペクトル線の傾きに触れずに、視線速度が
スペクトル線の位置よみとり精度でもとまるはずである。
(2)測定した視線速度が本当に位置よみとり精度でもとまっている
かどうか、それ以外に系統的なものがないかどうか、を知るために、
分光器の構成からもとまるスペクトル線倒れ角を、測定した標準線
の倒れ角と比較する事は、測定の信頼度を増す上で有意義である。
第4章の議論で分かるように、分光器の構成の中で最も不定なのは、
スリットの倒れ角であり、これを補うには出射角βの異なる二箇所
以上での測定が重要で、ある(Fig. 4参照)。もし、測定の精度が
0.1'に近ずくと、第4室(1)で述べたεの不定性が影響するようにな
り、分光器構成素子の幾何学的配置の不定性を考慮した比較が必要
になろう。
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